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６
月
16
日
、徳
之
島
交
流
ひ
ろ
ば「
ほ
ー

ら
い
館
」
で
、「
な
ぜ
注
目
さ
れ
る
の
!?

徳
之
島
の
あ
た
り
ま
え
！
」が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
約
３
３
０
名
の
来
場
者
が
訪
れ
、

会
場
は
満
席
と
な
り
ま
し
た
。

は
じ
め
に

　

大
久
保
町
長
は
、「
大
変
な
少
子
高
齢

化
の
時
代
に
あ
っ
て
、人
口
減
少
が
国
の

国
難
と
さ
え
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

お
り
、徳
之
島
３
町
は
、長
寿
と
子
宝
の
町

と
し
て
全
国
か
ら
注
目
を
浴
び
て
ま
い
り

ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代

を
切
り
開
い
て
い
く
た
め
の
モ
デ
ル
地
区

に
な
ろ
う
と
い
う
大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン
を

持
っ
て
、５
年
前
か
ら
取
り
組
ん
で
参
り

ま
し
た
。
そ
の
１
つ
が
、
生
涯
活
躍
の
ま

ち
と
い
う
こ
と
で
、全
国
か
ら
問
い
合
わ

せ
が
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」と
述
べ
、

「
福
祉
・
地
域
共
生
社
会
を
話
し
合
っ
て

ま
い
り
ま
す
」と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
意
義
と

今
後
の
町
づ
く
り
に
つ
い
て
、強
い
決
意
を

述
べ
ま
し
た
。

　

中
村
副
知
事
は
、「
伊
仙
町
で
は
、
赤

ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、健
康
に
暮

ら
せ
る
町
を
掲
げ
、豊
富
な
資
源
を
生
か

し
な
が
ら
、
長
寿
子
宝
推
進
モ
デ
ル
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
共
生
協
働
の
町
づ
く
り

に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、今
後
の
更
な
る

発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
」と
三
反
園　

知
事
の
祝
辞
を
代
読
し
ま
し
た
。

第
１
部

　

基
調
講
演
１
「
増
え
続
け
る
社
会
保

障
費
か
ら
見
る
こ
れ
か
ら
の
地
域
」
に

お
い
て
は
、
元
厚
生
労
働
大
臣 

尾
辻 

参

議
院
議
員
が
登
壇
し
、
社
会
保
障
費
に

関
す
る
資
料
を
示
し
な
が
ら
、「
人
口
減
少

が
進
む
な
か
で
、社
会
保
障
を
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、内
閣
府
の
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ（
生
涯
活
躍

の
ま
ち
）の
地
域
再
生
計
画
制
度
の
対
象

と
し
て
、全
国
自
治
体
の
中
の
21
自
治
体

の
一
つ
と
し
て
、伊
仙
町
が
選
定
を
受
け

「
な
ぜ
注
目
さ
れ
る
の
!?

徳
之
島
の
あ
た
り
ま
え
！
」

～
こ
れ
か
ら
の
生
活
・
住
居
・
福
祉
の
変
化
と
関
わ
り
方
～

て
お
り
、
国
か
ら
も
高
い
評
価
を
受
け

て
い
る
点
に
つ
い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

三
菱
総
合
研
究
所
主
席
研
究
員
の
松
田 

智
生 

氏
に
よ
る
基
調
講
演
２「
先
進
事
例

に
み
る
福
祉
の
未
来
」
で
は
、
前
向
き
な

高
齢
社
会
を
プ
ラ
チ
ナ
社
会
と
呼
び
、

「
カ
ラ
ダ
の
安
心
・
お
カ
ネ
の
安
心
・
コ
コ

ロ
の
安
心
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
挙
げ
ま
し

た
。
伊
仙
町
は
、一
人
あ
た
り
の
医
療
費
が

全
国
平
均
よ
り
も
低
い
こ
と
が
デ
ー
タ
で

示
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、30
代
か
ら
60
代

特 集

大久保 明　伊仙町長中村 かおり  鹿児島県副知事

元厚生労働大臣　尾辻 秀久 参議院議員
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の
若
年
者
の
標
準
化
死
亡
比
が
高
い
と

い
う
こ
と
で
、
先
手
を
打
っ
た
健
康
づ

く
り
が
重
要
だ
と
話
し
ま
し
た
。ま
た
、

都
市
部
の
社
員
が
期
間
限
定
で
、
地
方

で
仕
事
を
行
う
「
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
」
や

第
２
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
す
る
取
組

な
ど
を「
逆
参
勤
交
代
」と
し
て
提
唱
し
、

逆
転
の
発
想
を
持
っ
て
、
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ（
生

涯
活
躍
の
ま
ち
）と
逆
参
勤
交
代
を
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
人
の
流
れ
を
生
み

出
し
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
る

手
法
に
つ
い
て
、
助
言
が
あ
り
ま
し
た
。

第
２
部

　

第
２
部
で
は
、「
離
島
で
の
福
祉
の
取
組

と
今
後
の
展
開
」と
題
し
て
、幸
林 

德
光

（
株
式
会
社 

日
本
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
エ
コ 

専
務
取
締
役
）、
榮 

時
弘（
N
P
O
法
人

ブ
ル
ー
・
ス
カ
イ 

代
表
理
事
）、
本
田 

守

（
株
式
会
社 

コ
コ
カ
ラ
フ
ァ
イ
ン 

ソ
レ
イ

ユ 

事
務
サ
ポ
ー
ト
事
業
部
事
務
支
援
課

リ
ー
ダ
ー
）、
芳
村 

潔
政（
N
P
O
法
人

U
N
i
S
O
N 

代
表
理
事
）の
４
者
に
よ

る「
こ
れ
か
ら
の
徳
之
島
の
福
祉
」
に
つ

い
て
、
企
業
と
し
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
が
で
き
る
の
か
。
将
来
的
な
伊
仙
町
で

の
事
業
展
開
な
ど
に
つ
い
て
、
話
が
あ
り

ま
し
た
。

三菱総合研究所主席研究員　松田 智生 氏

株式会社 日本ライフサポートエコ 
幸林 德光  氏

株式会社 ココカラファインソレイユ　
本田 守  氏

パネルディスカッションでは、徳之島の課題や今後の取り組み
について意見交換

NPO 法人ブルー・スカイ　
榮 時弘  氏

NPO 法人 UNiSON 
芳村 潔政  氏

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、当

日
来
場
者
か
ら
回
収
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に

書
か
れ
た
意
見
や
課
題
が
取
り
上
げ
ら

れ
、「
健
康
づ
く
り
」「
独
居
問
題
」「
小
児

科
医
の
充
実
」な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換

が
あ
り
ま
し
た
。
独
居
問
題
に
つ
い
て
は

「
都
会
で
は
独
居
が
多
す
ぎ
て
難
し
い
面

も
あ
る
が
、徳
之
島
の
素
晴
ら
し
い
と
こ

ろ
は
、地
域
で
見
守
る
環
境
が
あ
る
こ
と
」

と
い
っ
た
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

障
が
い
の
あ
る
方
の
社
会
参
加
や
就
労
に

つ
い
て
は
、農
業
を
生
か
し
た
就
農
支
援

の
可
能
性
を
模
索
し
て
い
る
と
い
っ
た
声

も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

総
括
で
尾
辻 

氏
は
、「
伊
仙
町
が
Ｃ
Ｃ

Ｒ
Ｃ（
生
涯
活
躍
の
ま
ち
）
で
全
国
21
自

治
体
の
１
つ
に
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
を

皆
さ
ん
が
誇
り
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
い
た
だ
き
、
素
晴
ら
し
い
取
り

組
み
に
し
て
欲
し
い
」と
締
め
く
く
り
ま

し
た
。

　

地
域
創
生
や
福
祉
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
。
今
後
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、
こ
れ

か
ら
の
町
づ
く
り
に
つ
な
が
る
大
き
な

意
義
を
持
つ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
り
ま

し
た
。
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第
32
回
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン  

Ｉ
Ｎ  

徳
之
島

大
会
が
開
催
さ
れ
、
伊
仙
町
内
で
は
、
バ
イ
ク

競
技
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
朝

か
ら
大
雨
が
降
り
続
く
悪
天
候
で
し
た
が
、

沿
道
に
は
、
雨
具
を
身
に
付
け
て
、
声
援
を

送
る
住
民
の
皆
さ
ん
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

選
手
の
皆
さ
ん
も
声
援
が
励
み
に
な
っ
て
い

た
よ
う
で
、「
あ
り
が
と
う
」
と
声
援
を
送
る

人
た
ち
へ
言
葉
を
返
し
て
い
ま
し
た
。

　

役
場
前
で
選
手
た
ち
が
水
分
補
給
な
ど
を

行
う
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
中
学
校

の
生
徒
た
ち
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
、

駆
け
抜
け
て
い
く
選
手
た
ち
へ
飲
み
物
な
ど

を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

総
合
ク
ラ
ス
で
、
伊
仙
町
阿
権
出
身
の
中

夢
子
選
手
が
女
子
選
手
全
体
で
３
位
入
賞
を

果
た
し
ま
し
た
。

選手の通過を待ちわびる中学生の皆さん

雨の中でも、傘を差しながら応援する光景が見られました 続 と々エイドステーションを通過する選手たち

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

Ｉ
Ｎ  

徳
之
島
大
会

06
23

　

伊
仙
町
中
央
公
民
館
で
国
立
研
究
開
発
法
人

森
林
総
合
研
究
所
主
催
の
「
徳
之
島
の
森
の

希
少
な
ラ
ン
と
動
物
た
ち
」の
講
演
会
が
開
催

さ
れ
、
町
内
外
か
ら
大
勢
の
方
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
中
琉
球
の
中
心
に
位
置
す
る

徳
之
島
を
舞
台
に
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
る
固
有
種

や
希
少
な
生
物
の
生
態
や
保
全
に
関
す
る
説
明

が
あ
り
、
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

　

講
演
後
に
は
、動
植
物
の
生
態
に
つ
い
て
の

質
問
や
今
後
の
保
全
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
徳
之
島

に
こ
れ
だ
け
多
く
の
希
少
な
動
植
物
が
い
る

こ
と
に
び
っ
く
り
し
た
」「
自
分
の
知
ら
な
い

こ
と
が
多
く
て
す
ご
く
勉
強
に
な
っ
た
。
今
後

も
色
々
な
講
演
会
に
足
を
運
び
た
い
」と
の

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

ランに関する質問について、説明を行う講師

質疑応答の様子 アカヒゲの生態に関するスライド説明

徳
之
島
の
森
の

希
少
な
ラ
ン
と
動
物
た
ち

06
12

第32回
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伊
仙
町
中
央
公
民
館
で
、第
73
回
県
民
体
育

大
会
・
第
60
回
大
島
地
区
大
会
並
び
に
第
46
回

大
島
地
区
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
競
技
別
交
歓
大
会

の
合
同
結
団
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
種
目
に
出
場
す
る
選
手
の
皆
さ
ん
が
集

ま
り
、
総
勢
19
団
体
が
合
同
結
団
式
に
参
加

し
ま
し
た
。
奄
美
群
島
内
の
12
市
町
村
か
ら

出
場
す
る
選
手
た
ち
に
よ
っ
て
、
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
伊
仙
町
相
撲
場
で
相
撲
競
技
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
選
手
団
を
代
表
し
、
伊
仙

町
相
撲
連
盟
の
中 

和
昭
選
手
が
選
手
宣
誓
を

行
い
、
大
会
に
向
け
て
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

選
手
宣
誓
を
聞
い
た
選
手
の
皆
さ
ん
も
引
き

締
ま
っ
た
表
情
を
し
て
お
り
、
大
会
へ
の
決
意

を
胸
に
秘
め
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

合
同
結
団
式

07
02

大会への意気込みを込めて選手宣誓 体育協会長から選手団へ体協旗が手渡され
ました

大会に向けて、結束する選手団

06
28

椅子に座りながら、足の筋力トレーニング 竹下さんによる「貯筋体操」

ストレッチの重要性を語る平山さん

伊
仙
町
地
域

さ
わ
や
か
サ
ロ
ン
交
流
会

第5回

　

義
名
山
総
合
体
育
館
で
、各
集
落
で
取
り

組
ん
で
い
る
地
域
サ
ロ
ン
に
参
加
し
て
い
る

高
齢
者
が
集
ま
り
、
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
、
伊
仙
町
で
は
、
25
集
落
で
地
域

サ
ロ
ン
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
は
じ
め
に
、

徳
之
島
交
流
ひ
ろ
ば「
ほ
ー
ら
い
館
」ス
タ
ッ
フ

で
健
康
運
動
指
導
士
の
竹
下
さ
ん
が
実
演
し
な

が
ら
、
参
加
者
全
員
で「
貯
筋
体
操
」
を
行
い

ま
し
た
。
椅
子
に
座
っ
た
ま
ま
、
足
踏
み
し

た
り
、高
齢
者
で
も
、無
理
な
く
で
き
る
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
伊
仙
出
身
で
理
学
療
法
士
の
平
山

さ
ん
が「
膝
の
痛
み
を
予
防
し
て
い
く
た
め

に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
」
と
題
し
て
、

運
動
す
る
際
の
注
意
点
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

に
つ
い
て
、
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。
毎
日
運
動

を
続
け
る
こ
と
は
大
切
で
す
が
、運
動
す
る
と

疲
労
物
質
が
溜
ま
っ
て
い
く
た
め
、ス
ト
レ
ッ

チ
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
疲
労
物
質
の
蓄
積

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、運
動
の
効
果
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。
参
加
者
に
話

を
聞
く
と
、「
サ
ロ
ン
に
参
加
す
る
と
話
が
で

き
る
し
、
楽
し
い
。
今
日
の
交
流
会
も
参
加

で
き
て
良
か
っ
た
」
と
満
足
し
て
い
る
様
子

で
し
た
。
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７
月
14
日
、
伊
仙
町
相
撲
場

で
第
73
回
県
民
体
育
大
会
・
第

60
回
大
島
地
区
大
会  

相
撲
競
技

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
郡
内
各
市

町
村
を
代
表
し
て
高
校
生
と
一
般

青
年
が
出
場
し
、
伊
仙
町
か
ら

３
名
の
選
手
が
団
体
戦
と
個
人

戦
に
そ
れ
ぞ
れ
参
加
し
ま
し
た
。

　

競
技
が
始
ま
る
と
、
低
い
姿
勢

で
真
正
面
か
ら
ぶ
つ
か
り
合
う

迫
力
満
点
の
取
り
組
み
が
続
き

ま
し
た
。
立
ち
合
い
か
ら
一
気
の

突
き
押
し
で
、
圧
倒
す
る
場
面
も

あ
れ
ば
、
土
俵
際
ま
で
押
し
込
ま

れ
て
か
ら
起
死
回
生
の
逆
転
技

が
決
ま
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　

個
人
戦
の
一
般
１
部
で
は
、

伊
仙
町
の
中 

和
昭
選
手
が
決
勝

戦
ま
で
駒
を
進
め
ま
し
た
。
決

勝
の
相
手
は
、瀬
戸
内
町
の
龍
山

選
手
。立
ち
合
い
で
は
、低
い
態
勢

か
ら
懐
に
潜
り
込
も
う
と
す
る

龍
山
選
手
に
対
し
、
そ
れ
を
許
さ

な
い
中
選
手
。
両
者
は
警
戒
し
、

い
っ
た
ん
離
れ
距
離
を
取
り
ま

し
た
が
、
中
選
手
が
左
上
手
を

取
る
と
、
土
俵
中
央
で
豪
快
な

上
手
投
げ
を
決
め
、見
事
個
人
戦

を
制
し
ま
し
た
。ま
た
、
団
体
戦
の

一
般
１
部
で
も
伊
仙
町
チ
ー
ム

が
２
位
に
入
る
な
ど
、
健
闘
が

光
り
ま
し
た
。

開会式で土俵上に整列する選手団

低い姿勢で頭からぶつかり合う高校生の取り組み

両者譲らず一進一退の四つ相撲

土俵際まで、押し込まれながらも体を大きく反って逆転の
投げを狙う

持ち前のパワーを生かし豪快に寄り切る中選手

伊仙町代表
左から 當 辰也選手・中 和昭選手・米田 大樹選手

第73回 県民体育大会・第60回 大島地区大会

相撲競技 ～力と技のぶつかり合い～
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伊仙町長の 1 か月の主な動静を紹介いたします。

町長の動き

災害時備蓄品の寄附への御礼
　近藤産興株式会社様より災害
救助用備蓄毛布200枚を災害時
備蓄品として寄附を頂きました。
台風接近に伴う避難所開設時な
どに、活用させていただきます。
御寄附いただいた御厚情に、伊仙
町民を代表してお礼を申し上げ
ます。

伊仙町長　大久保  明

月日 行事 場所

6/16（日） なぜ注目されるの！？徳之島のあたりまえ！
〜これからの生活・住居・福祉の変化との関わり方〜

伊仙町

17（月） 一般社団法人徳之島（小林理事長他 6 名）
関西徳州会（6 名）計 13 名表敬訪問

19（水） 徳之島空港ビル株式会社  第46回定時株主総会 天城町

20（木） 第13回 ＪＡあまみ徳之島事業本部総代集会 徳之島町

21（金） 第32回2019トライアスロンＩＮ徳之島大会
カーボパーティー

天城町23（日） 第32回2019トライアスロンＩＮ徳之島大会
どんちゃんパーティー

24（月） さとうきび対策運営企画委員会

25（火） 伊仙町食育推進協議会総会
伊仙町

26（水） 静岡御殿場市議会  行政視察

27（木） 広域連合  6月議会 徳之島町

28（金）

地域さわやかサロン交流会

伊仙町外来ネコ研究の先生（山田先生他）
環境省那覇野生課長来庁

「徳之島のネコ管理計画に係る意見交換」

30（日） 徳之島漁業共同組合通常総会 徳之島町

7/2（火）

広島県庄原市議会行政視察
「小規模校の存続・健康長寿について」 伊仙町

大島地区大会結団式

6（土） 日本青年会議所関東地区大会講演会  講師出演 埼玉県

7（日） ・モスタル訪問・スポーツアカデミー訪問

ボスニア8（月） ・ボスニア・オリパラ委員会訪問
・ボスニア闘牛関係者と大使公邸訪問　

9（火） ・関係者とボスニア闘牛場等訪問
・ボスニア外務省訪問

11（木） ボスニア大使館訪問 東京都

12（金） 徳之島の将来の医療・福祉を考える会
伊仙町

14（日） 第60回大島地区大会相撲競技大会

　こんにちは。地域おこし
協力隊の加川です！暑い日
が続いておりますが、いか
がお過ごしでしょうか。
　5月から6月は、写真展
を 開 催 するため、東 京、
大阪に行ってきました！
今回、約 10 年かけて撮影した徳之島の行事や風景の写真を
約40点展示し、徳之島出身の方から徳之島を全く知らない方
まで、たくさんの方々にお越しいただき、見ていただきました。
徳之島を通して、写真を通してお話しすることができ、改めて
徳之島のことを知ることができたような気がします。
　今回、たくさんの方とお話しをさせていただいた中で、
徳之島二世の方とお会いし、古い写真を見せていただく機会が
ありました。その方の曽祖父や家族であろう方々が写っていまし
たが、年代や場所などがわかっておらず、調べたいけど、なか
なか徳之島に行くこともできないから、というお話でした。
わからないまま残される写真。ずっとこれからも残すために

は、詳細が分かった方が
良いだろうなと感じまし
た。島内に残る写真も
島外に残る写真も、今後
もちゃんとつながるよう
な写真活動をしていけ
たらと思います！
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INFORMATION
伊
仙
町
防
災
情
報
メ
ー
ル

携
帯
電
話
等
で
情
報
を
受
け
取
る
シ
ス
テ
ム

で
す
！

防
災
防
犯
情
報

・
避
難
勧
告
・
土
砂
災
害
情
報
・
不
審
者
情
報

・
消
費
者
保
護
情
報
・
行
方
不
明
者
情
報
・

通
行
止
め
情
報
・
感
染
症
情
報 

等

一
般
情
報
（
次
の
中 

か
ら
い
く
つ
も
選
べ
ま
す
）

⃝

農
林
漁
業
情
報（
農
業
・
畜
産
・
林
業
・
漁
業

等
）
⃝
生
活
環
境
情
報
（
断
水
・
ゴ
ミ
・
ペ
ッ

ト
・
ハ
ブ
等
）
⃝
子
育
て
支
援
情
報（
子
ど
も

の
健
診
・
予
防
接
種
・
保
育
所
入
所
申
請
等
）

⃝

介
護
福
祉
情
報（
障
が
い
福
祉
・
高
齢
者
福

祉
等
）
⃝
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
情
報（
保
険

証
・
医
療
等
）
⃝
各
種
イ
ベ
ン
ト
情
報（
お
祭

り
・
講
演
・
講
話
等
） ⃝

各
種
相
談
所
開
設
情
報

（
年
金
相
談
・
心
配
事
相
談
等
）
⃝
各
種
月
間
・

週
間
情
報 ⃝

そ
の
他
情
報（
選
挙
・
議
会
・
採

用
試
験
等
）

　

伊
仙
町
で
は
、新
た
な
情
報
伝
達
手
段
と
し

て
、携
帯
電
話
、パ
ソ
コ
ン
へ
電
子
メ
ー
ル
で
、 

町
か
ら
の
様
々
な
情
報
を
配
信
す
る「
伊
仙
町

防
災
情
報
メ
ー
ル
」
を
運
用
中
で
す 

。

　
「
伊
仙
町
防
災
情
報
メ
ー
ル
」
に
ご
登
録 

い
た
だ
く
と
、防
災
情
報
を
は
じ
め
と
し
た
、

町
か
ら
の
情
報
を
迅
速
に
受
け
取
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
使
用
料
は
無
料
で
す
が
、

メ
ー
ル
１
通
あ
た
り
１
～
２
円
の
パ
ケ
ッ
ト

通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。

　

登
録
方
法
は
右
の
「
登
録
手
順
」を
参
照

く
だ
さ
い
。
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
も

登
録
手
順
書
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

利
用
登
録
の
注
意
点

※
迷
惑
メ
ー
ル
対
策
を
し
て
い
る
場
合
は

メ
ー
ル
を
受
け
取
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。@
raiden.ktaiw

ork. jp

か
ら
の

メ
ー
ル
を
受
信
可
能
な
よ
う
に
設
定
し
て

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

伊
仙
町
役
場　

総
務
課

　

T
E
L

：

8
6-
3
1
1
1
（
内
線
21
）

８
月
１
日
は
水
の
日

８
月
１
日
～
７
日
は
水
の
週
間

　

暑
い
夏
、
８
月
は
一
年
で
水
の
使
用
量
が

最
も
増
え
る
月
で
す
。
そ
の
最
初
の
一
日（
８

月
１
日
）
を「
水
の
日
」、
８
月
１
日
～
７
日

を
「
水
の
週
間
」
と
す
る
こ
と
が
昭
和
52
年

の
閣
議
了
解
に
よ
り
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
、
気
候
変
動
や
施
設
の
老
朽
化
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
私
た
ち
の
水
づ
か
い
に

影
響
を
及
ぼ
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。「
水
環
境
」

が
健
全
で
あ
る
こ
と
で
、
水
が
め
ぐ
る
先
々
で

豊
か
な
め
ぐ
み
が
、
も
た
ら
さ
れ
ま
す
。

　

水
の
日
・
水
の
週
間
に
は
、
水
の
貴
重
さ
や

大
切
さ
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

台
風
等
の
災
害
に
備
え
て
…

　

停
電
や
災
害
に
よ
り
断
水
に
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
台
風
通
過
後
、
復
旧
作
業
に
入
り

ま
す
が
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
国
は
災
害
に
対
す
る
水
の
備
え
と
し
て

「
一
人
一
日
３
ℓ
の
飲
料
水
を
３
日
分
」
備
蓄
す

る
こ
と
を
勧
め
て
い
ま
す
。
な
お
生
活
用
水
を

浴
槽
に
貯
め
て
お
く
の
も
有
効
な
手
段
で
す
。

　
「
い
ざ
」
と
い
う
と
き
に
備
え
、
台
風
接
近

前
に
は
各
家
庭
に
て
水
を
確
保
す
る
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
!!

６
月
度
給
水
停
止
執
行
件
数

６
月
25
日
現
在  

９ 

件
・
今
年
度
累
計  

35 

件　

　

再
三
の
督
促
状
送
付
に
応
じ
な
い
方
や
分
納

誓
約
を
守
ら
れ
て
な
い
方
が
い
ま
す
。「
み
ん

な
の
水
」で
す
。
悪
質
な
滞
納
者
は
給
水
停
止

処
分
を
行
い
ま
す
。

　

給
水
停
止
処
分
に
よ
り
損
害
が
生
じ
て
も

一
切
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

厚
生
連
健
診
の
お
知
ら
せ

※
当
日
は
朝
か
ら
飲
食
せ
ず
、
検
査
開
始
１

時
間
ま
で
コ
ッ
プ
１
杯
の
水
の
み
飲
水
可
。

（
ガ
ム
、あ
め
、お
茶
、タ
バ
コ
も
×
）

※
５
月
に
お
配
り
し
た
受
診
票
を
記
入
し
、ご
持
参

く
だ
さ
い
。

※
大
腸
が
ん
検
診
を
ご
希
望
の
方
は
事
前
に
容
器

を
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
取
り
に
き
て
く
だ
さ
い
。

※
肺
が
ん
Ｃ
Ｔ
検
診
は
、
３
日
間
ほ
ー
ら
い
館
で

健
診
を
行
い
ま
す
。

※
そ
の
他
オ
プ
シ
ョ
ン
も
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

伊
仙
町
役
場  

健
康
増
進
課
保
健
セ
ン
タ
ー

　

T
E
L

：

8
6-

2
1
2
4　

登 録 手 順

携帯電話からの登録方法

1.下記のURLに空メールを送りましょう。
※空メール送信の方法については、お持ちの携帯
電話の説明書に従ってください。

bousai.isen-town@raiden.ktaiwork.jp

2. 数分以内に登録用 URLが記載された
メールが届きますので、 URLをクリック
し本登録へ進んでください。

3. ユーザー情報登録にて配信情報を選択
し、  次へ を押します。設定内容の確認
画面にて 登録 を押し、登録完了です。

　

⃝
水
道
課

　

⃝
健
康
増
進
課

■
日
程
・
場
所

　

８
月
10
日
（
土
）
東
公
民
館

　

８
月
11
日
（
日
）
西
公
民
館

　

８
月
12
日
（
月
）
ほ
ー
ら
い
館

■
時
間　

午
前
７
時
～
９
時
30
分

　

⃝
総
務
課

健診項目 個人負担料 対象 ： 伊仙町民に限る

特定健診 500円 20～74歳（国保）
30～39歳（社保）

長寿健診 無料 75歳以上

基本健診 6,000円
受診券持参で無料

社保40歳以上
一般40歳～74歳

胃がん検診 1,000円
30歳以上大腸がん検診 500円

腹部超音波 1,000円

胃がんリスク 初回 1,000 円
3,240 円

頸動脈エコー検査 3,920円 20歳以上 ※検査は午後
から予約と
なります。肺がんCT検診

（８月のみ） 7,750円 30歳以上
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各課からみなさまへ。暮らしに役立つお知らせです。

徳
之
島
な
く
さ
み
館
施
設
の

一
部
使
用
制
限
に
つ
い
て

　
「
徳
之
島
な
く
さ
み
館
」は
下
記
の
内
容
で

改
修
工
事
に
入
る
予
定
で
す
。
工
事
に
伴
い
、

な
く
さ
み
館
の
使
用
を
一
部
制
限
致
し
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご

協
力
お
願
い
致
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

伊
仙
町
役
場　

き
ゅ
ら
ま
ち
観
光
課

　

T
E
L

：

8
6-

3
1
1
1
（
内
線
70
）

徳
之
島
愛
ラ
ン
ド
広
域
連
合
か
ら

お
知
ら
せ

　

徳
之
島
愛
ラ
ン
ド
広
域
連
合
で
は
、
平
成

30
年
度
に
火
葬
場
の
愛
称
を
募
集
し
、
19
件

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
応
募
作
品
の
中
か

ら
審
査
し
た
結
果
、
徳
之
島
町
在
住
の
藤
田　

善
一
さ
ん
が
応
募
し
た「
ゆ
く
い
堂
」で
愛
称

が
決
定
し
ま
し
た
。島
口
の「
ゆ
く
い
」（
休
む
）

と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
愛
称
と
な
っ
て
い
ま

す
。
新
し
い
待
合
所
も
増
設
さ
れ
、
今
後
も

皆
様
に
安
心
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う「
ゆ
く
い
堂
」
の
管
理
運
営
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

国
民
年
金
に
ゆ
と
り
を
プ
ラ
ス

国
民
年
金
基
金

自
分
で
入
る
公
的
な
個
人
年
金

　

自
営
業
、フ
リ
ー
ラ
ン
ス
な
方
な
ど
、
国
民

年
金
の
保
険
料
を
納
め
て
い
る
60
歳
未
満
の

方（
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
）
が
ご

加
入
で
き
る
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

　

な
お
、60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
や
在
外
邦

人
の
方
で
国
民
年
金
任
意
加
入
被
保
険
者
と

な
ら
れ
た
場
合
も
、基
金
に
加
入
で
き
ま
す
。

■
ご
相
談
・
お
問
合
わ
せ
・
資
料
請
求
は

全
国
国
民
年
金
基
金 

鹿
児
島
支
部

〒
8
9
2- 

0
8
2
8

鹿
児
島
市
金
生
町 

7 
番 

8 

号

　

T
E
L

：

0
1
2
0-

6
5-

4
1
9
2

相
続
手
続
を
応
援
し
ま
す
！

～
「
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
」
～

　

平
成
29
年
５
月
29
日
か
ら
、全
国
の
法
務
局

で「
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
」を
開
始
し
ま

し
た
。
こ
の
制
度
は
、
法
定
相
続
人
が
誰
で

あ
る
の
か
を
登
記
官
が
証
明
す
る
制
度
で
す
。

　

相
続
手
続
で
は
、お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た

方
の
戸
籍
謄
本
等
の
束
を
、相
続
手
続
を
取
り

扱
う
各
種
窓
口
に
何
度
も
出
し
直
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
は
、
登
記
所（
法

務
局
）
に
戸
籍
謄
本
等
の
束
と
相
続
関
係
を

一
覧
に
表
し
た
図（
法
定
相
続
情
報
一
覧
図
）

を
提
出
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、登
記
官
が
そ
の

一
覧
図
に
認
証
文
を
付
し
た
写
し
を「
無
料
」

で
必
要
な
通
数
を
交
付
す
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
法
定
相
続
情
報
一
覧
図
の
写
し
を
御

利
用
い
た
だ
く
こ
と
で
、相
続
に
関
す
る
各
種

手
続
に
戸
籍
謄
本
等
の
束
を
何
度
も
出
し

直
す
必
要
が
な
く

な
り
、預
貯
金
の
払

戻
し
等
、
各
種
相

続
手
続
に
か
か
る

負
担
が
少
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
御

利
用
く
だ
さ
い
。

　

制
度
の
詳
細
は
、
法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp://h

oum
ukyoku

.m
oj.go.jp/

hom
u/page7_000013.htm

l

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

最
寄
り
の
法
務
局（
登
記
相
談
は
予
約
制
）

10
月
１
日
か
ら
消
費
税
の

軽
減
税
率
制
度
が
実
施
さ
れ
ま
す

　

本
年
10
月
１
日
か
ら
消
費
税
及
び
地
方
消

費
税
の
税
率
が
８
％
か
ら
10
％
に
引
き
上
げ

ら
れ
、
同
時
に
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

軽
減
税
率
の
対
象
品
目
は
、大
き
く
分
け
て

①
飲
食
料
品
（
酒
類
・
外
食
等
を
除
い
た
も

の
）、
②
週
２
回
以
上
発
行
さ
れ
る
新
聞
（
定

期
購
読
契
約
に
基
づ
く
も
の
）の
２
つ
で
す
。

　

軽
減
税
率
制
度
の
実
施
に
伴
い
、事
業
者
の

方
は
、帳
簿
や
請
求
書
等
を
税
率
ご
と
に
区
分

し
て
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
ほ
か
、
レ
ジ
や

シ
ス
テ
ム
の
導

入
・
改
修
・
入
替

え
が
必
要
に
な

る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
早

め
の
ご
準
備
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

軽
減
税
率
制
度
に
関
す
る
詳
し
い
情
報

は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w

.nta.
go.jp

）
内
の
特
設
サ
イ
ト
「
消
費
税
の
軽
減

税
率
制
度
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ご
不
明
な
点
は
、
軽
減
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
（
電
話 

０
１
２
０-

２
０
５-

５
５
３
）、
も
し
く
は
最
寄
り
の
税
務
署
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

大
島
税
務
署

　

T
E
L

：

0
9
9
7-

5
2-

4
3
2
1

　

※
自
動
音
声
案
内
に
従
い
「
２
」
を
選
択　

　

全
国
国
民
年
金
基
金　

　

鹿
児
島
県
支
部

　

法
務
局

　

税
務
署

－未来のわたしに－
◎基本は終身年金。だから、一生涯お受け取り。
◎万が一の時にはご家族に遺族一時金も。
※年金受給前または保証期間内にお亡くなりになった場合。（Ｂ型を除きます）

－今のわたしに－
◎掛金は全額所得控除で、税金がお得。
◎掛金は自由に設定。
※口数単位での設定になります。また、途中での変更も可能です。

工
事
概
要

：ス
テ
ー
ジ
控
室
及
び
観
覧
席

の
整
備
等

工
事
期
間

：令
和
元
年
10
月
21
日
～
令
和

元
年
12
月
20
日（
予
定
）

使
用
制
限

：ド
ー
ム
内
ス
テ
ー
ジ
周
辺
及

び
柵
内
部（
予
定
）

※
資
料
展
示
室
へ
の
入
館
及
び
ド
ー
ム

内
立
入
禁
止
区
域
外
の
施
設
見
学
は

可
能
で
す
。

　

⃝
き
ゅ
ら
ま
ち
観
光
課
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　  令和元年度 自衛官等採用試験　（７月１日より受付開始）

■ 試験種目

募集種目 資格 受付期間 試験期日

自衛官候補生
18歳以上
33歳未満の者 令和元年 7月 1日（月）

〜

令和元年 9月 6日（金）

令和元年 9月20日（金）口述試験・身体検査

令和元年 9月21日（土）午後 筆記試験

■上記日以降も試験を実施する予定です。

一般曹候補生
第1次試験
令和元年 9月21日（土）午前 筆記試験
※第2次試験（第1次試験合格者）

航空学生 海：18歳以上23歳未満の者
空：18歳以上21歳未満の者

第1次試験
令和元年 9月16日（月）筆記試験・適正検査
※第2次試験（第1次試験合格者）

■ 試験場所
徳之島合同庁舎（国）  2 階会議室
所在地：徳之島町亀津 553-1
※一般曹候補生及び航空学生の第２次試験場所等については別途通知します。 TEL 0997-83-3080

この草花を
知りませんか？

実は外来種なんです。
お寄せ頂いた情報は、外来種駆除（対策）の計画に盛り込みます。

世界自然遺産登録推進・次世代育成事業

■ お問い合わせ
自衛隊鹿児島地方協力本部  徳之島駐在員事務所

『外来種（がいらいしゅ）』とは、人によって他の地域から持ち込まれた動植物のことです。
『外来種』が道路脇や畑に投げ捨てられると、先祖から受け継がれた島の宝である自然が乱され、私たち
の暮らし（農業、畜産業、建設業、観光業など）にも悪影響を与えてしまいます。また、『外来種』によって島の
希少な動植物が脅かされていることは、世界自然遺産登録に向けての大きな問題にもなっています。

● NPO法人徳之島虹の会 TEL＆FAX：0997-86-3575　メール：shimaniji@gmail.com
● 伊仙町きゅらまち観光課 TEL：0997-86-3111
● 徳之島町企画課 TEL：0997-82-1111
● 天城町企画課 TEL：0997-85-5171
● 環境省徳之島管理官事務所 TEL：0997-85-2919

「近くにある」、
「似たような草が
生えている」など

情報をお寄せ
ください。

連 

絡 

先

やばい！

『アメリカハマグルマ』 『オウゴンカズラ（ポトス）』
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■融資金利 【令和元年7月1日現在】

◆建設・購入の場合 ※借入申込時に返済期間の全ての金利が確定する全期間固
定金利型です。

※被災者に貸すために住宅を建設、購入又は補修する場合
の融資金利は、左表と異なります。

※融資金利は、原則として毎月改定します。融資金利の詳細
及び最新の融資金利は、機構お客さまコールセンター（災
害専用ダイヤル）にお問合せいただくか、住宅金融支援
機構（以下「機構」といいます。） ホームページ（www.jhf.
go.jp）でご確認ください。

基本融資額 年 0.45%
特例加算額 年 1.35%

◆建設・購入の場合

年 0.45%

■融資限度額 ■お申込みいただくためには

◆建設の場合（土地を取得して住宅を建設する場合）
基本融資額
（建設資金） 1,650 万円 + 基本融資額

（土地取得資金）970 万円
+ 440 万円 + 特例加算額

（建設資金） 510 万円

◆新築住宅購入の場合
基本融資額
（購入資金） 2,620 万円 + 特例加算額

（購入資金） 510 万円
◆補修の場合

基本融資額
（補修資金） 730 万円 + 基本融資額

整地資金又は
引方移転資金

510 万円

※各所要額（建設費等）が上記金額より低い場合は、各所要額が限度となり
ます（10 万円以上 10 万円単位）。 

※リ・ユース（中古）住宅の購入の場合、被災親族同居の場合等、条件により
融資限度額は異なります。融資限度額の詳細は、3 ページをご覧ください。

地方公共団体が発行した「り災証明書」の
提出等の条件があります。 

※被災者生活再建支援法（平成10年法律第66号）の長期避
難世帯として認定された世帯の方は、当該認定が解除さ
れるまでの間、り災証明書の交付を受けていない場合で
あっても、住宅を建設又は購入する場合に限り、お申込み
いただけます。ただし、長期避難世帯の認定が解除された
後にお申込みいただく場合は、り災証明書の提出が必要
となります。

お問合せ先・申込関係書類の請求先 被災された方からの融資等のご相談、「災害復興住宅融資のご案内」（パンフ
レット）及びお申込みに必要な書類のご請求は、こちらへご連絡ください。 

住宅金融支援機構
お客さまコールセンター（災害専用ダイヤル） 0120-086-353（通話無料）

※国際電話等でご利用いただけない場合は、〈TEL048-615-0420〉におかけください（通話料金がかかります。）。 
※電話相談は、土曜日及び日曜日も実施します（受付時間  9：00〜17：00）（祝日及び年末年始を除きます。）。

地震、台風、大雨等の災害により被災された皆さまに、心からお見舞い申し上げます。
住宅金融支援機構では、災害からの復興を支援させていただくため、災害復興住宅融資の受付を行っておりますので、
お知らせいたします。
※ 東日本大震災で被災された方は、融資金利等が異なります。「東日本大震災で被災した住宅を復旧するための災害復興 住宅融資のお知らせ」を

ご覧ください（機構ホームページで入手できます。）。 
※ 月々のご返済は利息のみとし、借入金の元金は申込人（連帯債務者を含みます。）全員がお亡くなりになったときに一括してご返済いただく災害

復興住宅融資（高齢者向け返済特例）は、融資金利等が異なります。「自然災害で被災した住宅を復旧するための災害復興住宅融資（高齢者向け
返済特例）のお知らせ」をご覧ください（機構ホームページで入手できます。）。

自然災害で被災した住宅を復旧するための
災害復興住宅融資のお知らせ

基本融資額
（整地資金）

融資制度の詳細は、機構お客さまコールセンター（災害専用ダイヤル）にお問合せいただくか、 機構ホームページ（www.jhf.go.jp）でご確認ください。

（ ）
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伊 仙 町 商 工 会 の 窓

居酒屋＆喫茶 メルヘン
本場大阪仕込み
ボリューム満点
お好み焼きでお待ちしています。

2019年
 8月

号
令

和
元

年
 8月

1日
発

行
伊

仙
町

役
場

 未
来

創
生

課（
情

報
発

信
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

）
〒

891-8293 鹿
児

島
県

大
島

郡
伊

仙
町

1842
TEL 0997-86-3111（

内
線

27）
　

FA
X

 0997-86-2301
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
 http://w

w
w

.tow
n.isen.kagoshim

a.jp/
編

集
発

行

福田 おとはちゃん（2歳）

福田 若
わ か は

玄くん（0歳10ヵ月）

わが町のアイドル募集！
町のみなさんにわが家のかわいい子供の笑顔を届けてみませんか？
毎月 10 日までに住所・氏名・お子さんのお名前（ふりがな）・年齢・電話番号・
簡単な PR 文を添えて、写真を未来創生課広報係までお持ちください。

伊仙町役場  未来創生課
TEL 86-3111（内線 27）

お問い
合わせ

めざせ、
オリンピック。

お
誕
生
お
め
で
と
う
（
敬
称
略
）

出
生
児

保
護
者

集
落
名

● 

村
田

心し
ん
わ和

村
田

寿
夫

犬
田
布

香
典
返
し

金
一
封
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※
社
会
福
祉
協
議
会
受
付
　

集
落
名

寄
附
者
名

（
故
人
名
）

満
年
齢

○
喜
念

南 

健
次
郎
さ
ん

（
亡  

南 

ヨ
シ
子
さ
ん
）
90
歳

○
東
伊
仙
西

義 

晃
治
さ
ん

（
亡  

義 

憲
忠
さ
ん
）

92
歳

○
喜
念

茂
山 

佐
智
子
さ
ん
（
亡  

茂
山 

一
夫
さ
ん
）
87
歳

○
東
目
手
久

嶋
田 

洋
子
さ
ん

（
亡  

嶋
田 

孝
德
さ
ん
）
65
歳

○
中
伊
仙
西

中
江 

寛
子
さ
ん

（
亡  

中
江 

義
次
さ
ん
）
79
歳

人口の動き
（2019年6月30 日現在）
※総人口は、外国人含む。

総人口 6,649 人

男 3,375 人

女 3,274 人

世帯数 3,482 世帯

出生 3 人

死亡 19 人

転入 16 人

転出 13 人

戸
籍
の
窓

定 休 日 毎週木曜日
営業時間 17時〜24時
住　 所 伊仙1829-1
電　 話 0997-86-3992


